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◆運賃の総合的見直し(利便増進事業)

【現状・課題】
・地域内で、定額運賃の循環バス、デマンド型乗合タクシー、距離制運賃の一般路線
バスが混在し、利用する交通機関により運賃が異なる状態
・距離制運賃路線では、10円単位で運賃が変動し、小銭での支払いが煩わしい
・循環バスは1乗車100円の運賃で、一定の利用者があっても収支率10％程度と
持続可能性の面で課題

【運賃の総合的見直し (法ニ、ト④)】
・ゾーン運賃で運賃を統一(シンプルで分かりやすく、持続可能な運賃体系)
…初乗り200円、ゾーンを跨ぐごとに＋100円の運賃設定
・1日フリー乗車券の導入(複数回乗車する場合の負担軽減)
…中心部フリー：500円、全線フリー：1,500円
・キャッシュレス決済導入＋デジタル技術を活用した利用者支援
…マイナンバーカードを連携による公共交通の市民割引
※デジタル田園都市国家構想推進交付金(マイナンバーカード横連携型)を活用(交付率100％)
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◆キャッシュレス決済導入（利便増進事業）（デジ田事業）

【現状・課題】
・キャッシュレス決済に非対応
・バス運賃支援は紙もぎり式の「坂出市地域割引回数券」で実施(循環バス、デマンド除く)

↓
○QRコード式キャッシュレス決済「TicketQR」導入
・スマートフォンアプリ上に表示されるQRコードを車載機にかざして決済
・紙に印刷されたQRコードをかざして決済（プリペイド式）

○TicketQRを活用した運賃支援
【１乗車当たり運賃100円引き】
・アプリ決済利用者全員を対象とする割引(R5.10.1～R6.1.27)
・マイナンバーカード連携による市民認証を受けたアプリ利用者を対象とする割引(R6.1.29～)
・坂出市民割プリペイドチケット(紙QR)利用者を対象とする割引(R5.10.1～R6.3.31)
【TicketQRでバス無料デー】
・アプリ利用者および坂出市民割プリペイドチケット利用者全員を対象とした運賃無料化
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◆自家用有償旅客運送から路線バスへの転換(利便増進事業)

【現状・課題】
・市内唯一の自家用有償旅客運送路線として運行していたが、車両の老朽化や、
交通DX化の遅れによる利便性低下が課題
・車両1台による運行のため、沿線の観光施設でのイベント時等の臨時的な需要に
対応できない

【一般路線バスへの転換 (法ロ)】
・他の路線と同様に一般路線バスとして運行(市で赤字補助)
・バスロケーションシステム「バスきよん？」導入、乗降センサーによる乗降分析が可能に
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◆循環バスの再編(利便増進事業)

【現状・課題】
・令和2年10月新設の中ルート(病院回りルート)の利用者低迷
・物価高騰や、３ルートでの非効率な運行により、運行経費が増加
・生活移動ニーズに合った近隣町との連携の必要性

【路線の再編 (法イ.ホ)】
・中ルートを廃止、東ルート・西ルートの運行区域を拡大
・東ルート・西ルートはそれぞれ、中心部３箇所の総合病院にアクセス
(旧中ルートの役割を補完)
・1時間に1本のパターンダイヤ化
(運行の分かりやすさとコスト削減を両立)
・ゾーン運賃化による一般路線バスとの連携
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◆デマンド型乗合タクシーの見直し

【現状・課題】
・利用者層の固定化
・循環バスへの乗り換えを前提とした設計（中心部の乗降場所が限定されている）

【一部見直し実施】
・利用者登録を廃止(全市民が利用できるように)
・中心部の乗降場所新設…目的地へ直接アクセス(病院、スーパーなど)
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◆実施スケジュール

○Ｒ5.6.23
協議会において、利便増進実施計画の協議

○Ｒ5.7.13
四国運輸局へ利便増進実施計画の認定申請

○Ｒ5.9.6
利便増進実施計画の認定（四国で３例目、全国で６０例目）

○Ｒ5.10.1
事業開始・・・ゾーン運賃導入、キャッシュレス決済「TicketQR」導入、キャッシュレス決済割引事業開始、循環バス再編、

瀬居線の一般路線バス化、デマンド型乗合タクシーの見直し、王越線(青海行き)の再編 etc.

○Ｒ5.10～Ｒ5.12
「TicketQRで公共交通無料デー」実施、SNSハッシュタグキャンペーン実施

○R6.1.9
TicketQRアプリにマイナンバーカード連携による市民認証機能を実装
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◆広報

○坂出市媒体
・市広報誌、市ホームページ、市公式SNS等で適宜PR

○新聞
・四国新聞、朝日新聞、日本経済新聞などでゾーン運賃等について報道

○テレビ
・NHK、KSB瀬戸内海放送などでゾーン運賃等について報道
・坂出市広報番組等で利便増進事業等についてPR

○バスラッピング
・TicketQR利用啓発のバスラッピング４台

○車両マグネットシート
・公用車や、バス・タクシー車両へTicketQR利用啓発マグネットシート貼り付け

○ケーブルテレビCM(R6.1～)
・TicketQR利用啓発や運賃の市民割引をPR
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テレビ広報

バスラッピング

テレビCM



◆広報（市ホームページ）
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◆広報（チラシ、関連イベント）
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インストールサポート 運賃割引支援 TicketQRで無料デー ＳＮＳキャンペーン



◆分析・検証
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大阪大学学生によるアンケート調査



実施経過
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◆キャッシュレス決済TicketQRの推移
○利用実績の推移 ○実績の概要

・バスでの利用は4％程度で横ばい
・デマンドでの利用はヘビーユーザーのプリペイドチケット継続利用が
多く、利用率が向上している
・1度利用した人は継続して利用している

○結果の分析(仮説)
・バスでは、従来の定期券や回数券が引き続き利用されている
・継続利用されている傾向から、システム自体の利便性は認められ
ている一方で、まだ認知度が低いことが想定される
↓
認知度向上に向けた取り組みや、口コミによる利用者拡大が必要

路線バス デマンド 合計

10月

全体利用者数 14,303 305 14,608

うちＱＲ決済利用者数 591 42 633

ＱＲ決済利用率 4.1% 13.8% 4.3%

11月

全体利用者数 13,297 289 13,586

うちＱＲ決済利用者数 542 77 619

ＱＲ決済利用率 4.1% 26.6% 4.6%

12月

全体利用者数 13,036 282 13,318

うちＱＲ決済利用者数 600 76 676

ＱＲ決済利用率 4.6% 27.0% 5.1%

合計

全体利用者数 40,636 876 41,512

うちＱＲ決済利用者数 1,733 195 1,928

ＱＲ決済利用率 4.3% 22.3% 4.6%
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◆瀬居線の経過
○利用実績の比較 ○比較の概要

・利用者数増加(運行便数には変更なし)

○結果の分析(仮説)
・ゾーン運賃の効果で、循環バス等から利用者が
流入した可能性

10月 11月 12月

総数 1便当り 総数 1便当り 総数 1便当り

旧 Ｒ４ 828 2.7 845 2.8 733 2.4

新 Ｒ５ 932 3.0 1,194 4.0 1,070 3.5

合計差 104 0.3 349 1.2 337 1.1

合計割合 112.6% 112.6% 141.3% 141.3% 146.0% 146.0%
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10月 11月 12月

総数 1便当り 総数 1便当り 総数 1便当り

旧

東ルート 2,360 4.0 2,359 4.2 2,514 4.3

西ルート 2,085 3.6 1,994 3.5 1,977 3.4

中ルート 325 1.3 323 1.2 266 0.9

合計 4,770 3.3 4,676 3.4 4,757 3.2

新

東ルート 2,478 6.0 2,433 6.1 2,305 5.5

西ルート 1,780 4.3 1,697 4.2 1,644 3.9

合計 4,258 5.1 4,130 5.1 3,949 4.7

合計差 ▲ 512 1.8 ▲ 546 1.8 ▲ 808 1.5

合計割合 89.3% 154.6% 88.3% 152.5% 83.0% 145.2%

◆循環バス再編の経過
○利用実績の比較 ○比較の概要

・パターンダイヤ化で運行間隔が延びたことによる
運行便数の減少によって、利用者総数は減少
傾向
・利用者が集約され、1便当り利用者数は増加
傾向

○結果の分析(仮説)
・ゾーン運賃の効果で、他の路線バスで
同一区間を利用している可能性
・東西ルートともに３箇所の総合病院に直接
アクセスするため、乗り換えの必要がなくなった。
(旧ルートでは総合病院へのアクセスに、乗換
が必要な場合があり、乗換時は双方ルートで
利用者数にカウントされていた。)


